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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右に延びた第１支持軸に固定されて前記第１支持軸とともに回転する第１ギヤと、
　前記第１支持軸と平行に配設された第２支持軸に回転自在に支持されて前記第１ギヤと
噛合する第２ギヤと、
　前記第１支持軸を回転自在に支持し前記第２支持軸を支持するとともに、前記第１ギヤ
および前記第２ギヤを収容する配設空間を備えたケーシングとからなり、
　前記ケーシングに、前記配設空間と連通する吸込ポートおよび前記配設空間と連通する
吐出ポートが形成されて、
　前記第１支持軸が回転して前記第１ギヤと前記第２ギヤとが噛合した状態で回転するこ
とで、流体が前記吸込ポートに吸い込まれて前記吐出ポートから吐出されるギヤポンプに
おいて、
　前記配設空間に、前記第２ギヤを回転自在に支持するとともに前記第２ギヤの両側面を
挟持して、前記第２支持軸に支持されて支持軸方向に移動自在に設けられたギヤホルダを
有し、
　前記ギヤホルダは、支持軸方向の一端側に付勢する付勢部材からの付勢力を受けるとと
もに、前記付勢力に抗して支持軸方向の他端側に押圧する押圧力を受けて、前記第２ギヤ
を保持した状態で支持軸方向に移動することを特徴とするギヤポンプ。
【請求項２】
　前記ギヤホルダは、リング状の軸部と円柱状の側壁部とを備えた一方側壁および円柱状
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の他方側壁から構成され、
　前記軸部に前記第２ギヤが回転自在に支持されて、前記一方側壁の一側面が前記第２ギ
ヤの一側面と近接するとともに、前記他方側壁の一側面が前記第２ギヤの他側面と近接し
、
　前記一方側壁の他側面もしくは前記他方側壁の他側面に、前記押圧力を受けるピストン
が形成されていることを特徴とする請求項１に記載のギヤポンプ。
【請求項３】
　前記ギヤホルダに、前記吐出ポートと、前記ピストンの背面側で形成された閉塞空間と
を連通する内部流路が形成されており、
　前記ピストンは、前記内部流路を介して前記閉塞空間に供給された流体圧により前記押
圧力を受けるように構成されることを特徴とする請求項２に記載のギヤポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、互いに噛合する２つのギヤを使って流体を輸送するギヤポンプに関し、詳細
には、２つのギヤの噛み合い幅が可変となるように構成されたギヤポンプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般にギヤポンプは、歯丈や歯幅等によりその容量が決まり、容量と歯車の回転速度（
ポンプ回転数）により吐出流量が決まる。このギヤポンプを、例えば車両用エンジン内部
に潤滑油を供給するオイルポンプとして用いる場合、このオイルポンプの容量は、駆動源
となるエンジンの出力が低くポンプ回転数が小さくても、潤滑に必要な量のオイルを供給
できるように設定される。一方、エンジンの出力が高くなってポンプ回転数が大きくなる
と、必要量に対して過剰な量のオイルがエンジン内部に供給されるとともに、高い駆動力
がオイルポンプにより消費され、エンジンの出力損失を招くおそれがある。
【０００３】
　この問題を解決するギヤポンプとして、ポンプ回転数が大きくなるに従って、駆動ギヤ
および従動ギヤの双方あるいは一方を軸方向に移動させることで、噛み合い幅を短くして
ポンプ容量を小さくする、可変容量型のギヤポンプが知られている（例えば、特許文献１
、特許文献２参照）。特許文献１に開示のギヤポンプにおいて、従動ギヤを軸方向に挟む
２つの側板を設け、従動ギヤの支持軸を両側板に支持させ、一方の側板の背面に付勢力を
作用させ、他方の側板の背面に吐出流体圧に応じた押圧力を付勢力に抗して作用させるよ
うに構成されている。これにより、両側板に挟まれた従動ギヤは、押圧力と付勢力が釣り
合う位置に軸方向に移動し、駆動ギヤとの噛み合い幅が吐出流体圧に応じて変更される。
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１２０５５９号公報
【特許文献２】特開昭５７－７３８８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示のギヤポンプにおいて、他方の側板の背面全体で吐出流体圧を受けて
、押圧力を作用させる構成となっているので、両側板および従動ギヤを軸方向に移動させ
るために、大きな吐出流体圧を消費することとなり、よって、ポンプ容量を変化させるこ
とによって吐出流体圧が低下し、ギヤポンプのオイル吐出供給量に影響を及ぼすという課
題があった。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、オイル吐出供給量に影響を及
ぼすことなく、効率よくポンプ容量を変化させることのできる可変容量型ギヤポンプを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明に係るギヤポンプは、左右に延びた第１支持軸に固定されて、前記第１支持軸と
ともに回転する第１ギヤと、前記第１支持軸と平行に配設された第２支持軸に回転自在に
支持されて、前記第１ギヤと噛合する第２ギヤと、前記第１支持軸を回転自在に支持し、
前記第２支持軸を支持するとともに、前記第１ギヤおよび前記第２ギヤを収容する配設空
間を備えた、ケーシングとを有している。さらに、ギヤポンプは、前記ケーシングに、前
記配設空間と連通する吸込ポート、および前記配設空間と連通する吐出ポートが形成され
て、前記第１支持軸が回転して、前記第１ギヤと前記第２ギヤとが噛合した状態で回転す
ることで、流体が前記吸込ポートに吸い込まれて、前記吐出ポートから吐出されるように
構成されている。このとき、前記配設空間に、前記第２ギヤを回転自在に支持するととも
に、前記第２ギヤの両側面を挟持して、前記第２支持軸に支持されて支持軸方向に、移動
自在に設けられたギヤホルダを有し、前記ギヤホルダは、支持軸方向の一端側に付勢する
付勢部材からの付勢力を受けるとともに、前記付勢力に抗して支持軸方向の他端側に押圧
する押圧力を受けて、前記第２ギヤを保持した状態で、支持軸方向に移動する。
【０００８】
　上記構成のギヤポンプにおいて、前記ギヤホルダは、リング状の軸部と円柱状の側壁部
とを備えた一方側壁および円柱状の他方側壁から構成されている。このとき、前記軸部に
前記第２ギヤが回転自在に支持されて、前記一方側壁の一側面が前記第２ギヤの一側面と
近接するとともに、前記他方側壁の一側面が前記第２ギヤの他側面と近接し、前記一方側
壁の他側面もしくは前記他方側壁の他側面に、前記押圧力を受けるピストンが形成されて
いることが好ましい。
【０００９】
　また、上記構成のギヤポンプにおいて、前記ギヤホルダに、前記吐出ポートと、前記ピ
ストンの背面側で形成された閉塞空間とを連通する内部流路が形成されている。このとき
、前記ピストンは、前記内部流路を介して前記閉塞空間に供給された流体圧により、前記
押圧力を受けるように構成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係るギヤポンプによれば、ギヤホルダは、第２ギヤを回転自在に保持するとと
もに、第２ギヤを保持した状態で、第２支持軸に支持されて軸方向に移動自在に構成され
ているので、ギヤホルダの第２ギヤを支持している部分には、第２ギヤの回転に伴い円弧
方向に摺動抵抗が発生し、一方、第２支持軸表面には、ギヤホルダの軸方向への移動に伴
い軸方向への摺動抵抗が発生する。よって、それぞれ異なった部分に摺動抵抗が発生する
ので、これらの抵抗が互いに干渉することがなく、第２ギヤの回転およびギヤホルダの軸
方向への移動が確実に行われるので、ギヤポンプの作動信頼性が向上するとともに、効率
よくポンプ容量を変化させることが可能となる。
【００１１】
　また、ギヤホルダは、一方側壁の他側面もしくは他方側壁の他側面に、押圧力を受ける
ピストンが形成されていることで、押圧力を直接ギヤホルダに作用させることが可能とな
り、よって、押圧力の伝達損失を抑えることができ、ギヤホルダが軸方向へ移動時に消費
される押圧力を低減できるので、ギヤホルダの作動効率を高めることが可能となる。
【００１２】
　さらに、ギヤホルダ内に、吐出ポートと、ピストンの背面側における第２支持軸の外周
部で形成された、閉塞空間とを連通する内部流路を形成している。よって、この閉塞空間
に流体を導くことでピストンに押圧力を作用させることができるので、構成部品点数を増
やすことなく押圧力を発生させることができ、よって、ギヤポンプの製作コストを低減す
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図１～図８に、本発明に係
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るギヤポンプの一例としての、オイルポンプ１を示している。説明の便宜上、図１に示す
矢印方向を前後、左右および上下方向と定義する。このオイルポンプ１は、図示しない車
両に備えられてエンジンを駆動源としており、車両に設けられたタンク（例えば、エンジ
ンオイルパン）に溜められた潤滑油を吸い込んで、エンジン各部に繋がる潤滑油路に吐出
する。
【００１４】
　オイルポンプ１は、ケーシング３、戻しバネ６、駆動歯車３１、従動歯車６１、駆動側
支持軸３０、伝達軸３０ｃ、従動側支持軸６０、ギヤホルダ１１０とを主体に構成された
、外接噛合型ギヤポンプである。
【００１５】
　ケーシング３は、オイルポンプ１の外周部を形成しており、その内部には、後述する各
構成部材が配置されている。また、ケーシング３は、図１および図２に示すように、その
前後中央付近で分割された前ケーシング１０および後ケーシング２０から構成され、これ
らは接合面１０ａ、２０ａで接合しており、ボルト等で前後方向に締結されている。
【００１６】
　前ケーシング１０の上方には、図２に示すように、円形で前後方向に貫通した駆動軸支
持孔１１が形成されている。一方、前ケーシング１０の下方には、接合面１０ａから前方
に向けて円柱状の中空部である前側空間１３が形成されており、この前側空間１３は、前
方側で形成された前端面１３ｂと、円柱状の中空部の側面に相当する内周面１３ａとによ
って囲まれた領域である。また、前端面１３ｂにおいて、円形で前後方向に貫通した従動
軸支持孔１２が形成されている。ここで、前側空間１３の中心軸と従動軸支持孔１２の中
心軸とは同一直線上にあり、さらに、前側空間１３および従動軸支持孔１２の左右方向中
心軸と、駆動軸支持孔１１の左右方向中心軸とが、同一直線上にあるように形成されてい
る。さらに、前側空間１３に連通して、前端面１３ｂから前方側に延びて、底面７ａを有
するとともに、内周面１３ａと同一側面を有した、リング状の中空部であるバネ保持空間
７が形成されている。
【００１７】
　後ケーシング２０の上方には、図５に示すように、接合面２０ａから半円状で後方へ延
びた中空部が形成されており、この中空部は、下方および左右方向に開口している。また
、この中空部は、その上部が半円面の駆動側内周面２ｂで囲まれて、後方は駆動側第１側
面２ｃで囲まれて形成されている。さらに、駆動側第１側面２ｃには、円形で前後方向に
貫通した伝達軸支持孔２１が形成され、また、伝達軸支持孔２１の前端部近傍には、伝達
軸支持孔２１より大きな径で開口した逃がし２１ａが形成されている。ここで、伝達軸支
持孔２１は駆動軸支持孔１１よりも大きな径を有している。
【００１８】
　後ケーシング２０の下方には、図５に示すように、接合面２０ａから半円状で、後方へ
駆動側第１側面２ｃと同一面まで開口して延びた中空部である、後側空間１４が形成され
ており、さらにこの後側空間１４は、上方および左右方向に開口している。また、後側空
間１４は、その下部が半円面の従動側内周面２ｆで囲まれており、ここで、従動側内周面
２ｆと前ケーシング１０の内周面１３ａとは、同一径である。さらに、後側空間１４の後
方側に連通した略リング状の中空部で、円形部分の外側内周面１５ａおよび下方に湾曲し
た湾曲面１５ｂによって外周面が形成され、円形の円筒内周面１３２ａで内周面が形成さ
れた、ピストン空間１５が設けられている。ここで、円筒内周面１３２ａの径は、後述す
るリング部１２１の外周面と略同一径となっており、また、従動側内周面２ｆと外側内周
面１５ａとは略同一径を有して、同一面をなしている。なお、ピストン空間１５は、後端
部にリング状の底面２４を形成している。
【００１９】
　さらに、後ケーシング２０の下方には、略リング状のピストン空間１５の中心部におい
て、断面視円形の側面２３ｂを外周面として、前後に延びる円柱である、円筒部２３が形
成されており、前端部である前端面２３ａは、駆動側第１側面２ｃよりも後方側で形成さ
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れている。さらに、円筒部２３の中央部には、前端面２３ａから後方に向けて、円形の従
動軸支持孔２２が開口している。ここで、ピストン空間１５、従動軸支持孔２２および円
筒部２３は、同一直線上に中心軸を有しており、つまり、図７に示すように、断面視にお
いてこれらは同心円状となっている。さらに、これらの左右方向中心軸と、伝達軸支持孔
２１の左右方向中心軸とは、同一直線上にある。
【００２０】
　駆動側支持軸３０は、円柱状で前後方向に延びた軸で、その前端部３０ａは前ケーシン
グ１０の外周面とほぼ同一面をなし、一方、後端部は駆動側第１側面２ｃまで延びている
。伝達軸３０ｃは、円柱状で前後方向に延びた軸で、駆動側支持軸３０よりも大きな径を
有しており、その前端部は、駆動側第１側面２ｃまで延び、一方、後端は後ケーシング２
０の外周面よりも、後方に突出して延びている。従動側支持軸６０は、円柱状で前後方向
に延びた軸で、回転軸３０と略同一径を有しており、その前方部は、従動軸支持孔１２の
中央付近まで延び、一方、後方部は、従動軸支持孔２２の後方底面まで延びている。駆動
歯車３１は、図５に示すように、その歯先３２が前後方向に延びており、また同様に、従
動歯車６１は、その歯先６２が前後方向に延びている。
【００２１】
　ギヤホルダ１１０は、前方壁１１１およびリング後方壁１２０を主体に構成されている
。前方壁１１１は、その中心部に円形の開口部１１２を有した略円筒状で、前後方向に延
びて形成されており、円筒状の外周面１１３は内周面１３ａと略同一径を有し、また、前
方壁１１１の前端面から後方に向けて外周部に、リング状のバネ保持空間１１４が形成さ
れ、バネ保持空間１１４の後方部は底面１１４ａで形成されている。さらに、前方壁１１
１は、前端面から後方に向けて開口部１１２と同一中心軸を有した、円柱状の中空部であ
る前面中空部１１５が形成されている。なお、前方壁１１１の前方先端部には、リング状
の先端部１１６が形成されているとともに、後方端面には、リング状の後端面１１１ａが
形成されている。
【００２２】
　リング後方壁１２０は、リング部１２１とピストン部１３０とから構成された、１つの
構成部品である。リング部１２１は、円筒状で前後方向に延びて形成されており、図２に
示す状態で、前後方向において、前端部は前方壁１１１の前面中空部１１５の後端面に位
置し、後端部は駆動側第１側面２ｃと略同一面に位置している。また、リング部１２１の
内周部は、従動側支持軸６０と略同一径の円形開口部が形成され、リング部１２１の外周
部は、前方壁１１１の開口部１１２と略同一径となっている。
【００２３】
　ピストン部１３０は、前後方向に延びた略円柱状に形成されており、図２に示す状態で
、その前端部である前底面１３１ａは駆動側第１側面２ｃと略同一面に位置し、後端部は
リング状の後底面１３２ｃで形成されている。また、その中心部には、リング部１２１の
内周部と連通した、従動側支持軸６０と略同一径の円形開口部を有し、また、ピストン部
１３０の断面視略円形の外周面１３０ａは、ピストン空間１５の外側内周面１５ａと略同
一径となっている。さらに、ピストン部１３０の上方外周部では、下方に向けて湾曲した
湾曲面１３２ｄが形成されており、この湾曲形状は、後ケーシング２０の湾曲面１５ｂと
略同一形状となっている。
【００２４】
　さらに、ピストン部１３０は、断面視中心付近において後底面１３２ｃから前方に向か
って、円柱状に中空部が形成されており、この中空部は、その外周が断面視略円形の円筒
外周面１３２ａ、前方がリング状の後底面１３１ｂで形成されている。ここで、円筒部２
３の側面２３ｂと円筒外周面１３２ａとは、略同一径となっている。
【００２５】
　ピストン部１３０の内部には、前底面１３１ａと後底面１３１ｂとに連通する内部流路
１３３が形成されている。この内部流路１３３は、図２に示すように、右方向からの側面
視において、前方上側から後方下側へと傾斜して形成されるとともに、図６に示すよう前
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方からの断面視において、上方左側から下方右側へと傾斜して開口している。さらに、内
部流路１３３は、後底面１３１ｂの上方端部近傍で開口した先端孔１３３ａと連通してい
る。なお、戻しバネ６は、細長い金属線を螺旋状に巻いて形成されており、金属などの弾
性体の復元力を利用し、弾性エネルギーを蓄積する構成となっている。
【００２６】
　以上、ここまでは、オイルポンプ１の各構成部材について説明したが、以下において、
これらの構成部材の組立状態について、図２を参照しながら説明する。
【００２７】
　駆動側支持軸３０は、駆動軸支持孔１１に挿入されて回転自在に支持されており、また
、伝達軸３０ｃは、伝達軸支持孔２１に挿入されて回転自在に支持され、逃がし２１ａに
よって、伝達軸３０ｃと伝達軸支持孔２１との摺動面積を減らすことができ、よって、摺
動抵抗を小さくできる。さらに、これらの軸３０、３０ｃの中心軸は同一直線上にあり、
駆動側支持軸３０の後端部と、伝達軸３０ｃの前端部とは連結されて一体回転する。
【００２８】
　駆動歯車３１は、後ケーシング２０の上方で形成された中空部に収容されており、この
とき、歯先３２が前後方向に直線状に延びるように向けられて、駆動側支持軸３０に支持
されて固定されており、よって、駆動側支持軸３０と一体回転する。また、駆動歯車３１
は、この状態において、前ケーシング１０の接合面１０ａの一部で、駆動歯車３１の前方
側面である他側面３４と対向する部分に形成された駆動側第２側面２ｄは、他側面３４と
略同一平面をなして近接している。同様に、駆動側内周面２ｂと歯先３２とは近接してお
り、さらに、駆動歯車３１の後方側面である一側面３３と駆動側第１側面２ｃとは近接し
ている。ここで、駆動側第２側面２ｄ、駆動側内周面２ｂおよび駆動側第１側面２ｃによ
って囲まれた、半円状の駆動側ポンプ室２ａが形成される。なお、駆動側内周面２ｂと歯
先３２とは、前後方向に略同一長さで形成されているので、駆動歯車３１は、駆動側ポン
プ室２ａ内において、前ケーシング１０および後ケーシング２０によって前後方向の移動
が規制されている。
【００２９】
　従動側支持軸６０は、その前端部６０ａが従動軸支持孔１２に挿入されており、一方、
後端部６０ｂが、後ケーシング２０に設けられた従動軸支持孔２２に圧入されて固定され
ている。ここで、前ケーシング１０と後ケーシング２０とを、互いの接合面１０ａ、２０
ａを合わせて組み立てる時に、２箇所に位置決めを設けて、その位置決め同士を合わせる
ようにして組み立てることで、上下左右方向に正確な位置で接合されるように構成されて
いる。このとき一方の位置決めは、接合面１０ａ、２０ａのそれぞれ対向する位置にノッ
クピン穴（図示せず）を開けて、そこにノックピンを挿入して構成されている。また、他
方の位置決めは、従動軸支持孔１２に従動側支持軸６０を挿入することで位置決めとなる
ように構成されている。つまり、従動軸支持孔１２は、従動側支持軸６０に対してわずか
に大きく形成されており、前ケーシング１０と後ケーシング２０との組み立て時には、従
動側支持軸６０の前端部６０ａを挿入することで位置決めとなり、また組み立て後には、
挿入された従動側支持軸６０の前端部６０ａを支持している。ギヤホルダ１１０は、リン
グ部１２１の外周部に、従動歯車６１を回転自在に支持させた状態で、前方壁１１１の開
口部１１２に、リング部１２１の前端部を後方から圧入して固定することで、前方壁１１
１、リング後方壁１２０および従動歯車６１が、一体となることによって形成されている
。また、ギヤホルダ１１０の中心開口部には、従動側支持軸６０が摺動自在に挿入されて
いる。
【００３０】
　このとき、従動歯車６１の前方側面である他側面６４と、前方壁１１１の後端面１１１
ａとは、略同一平面をなして近接している。また、同様に、従動歯車６１の前後方向に直
線状に延びた歯先６２と従動側内周面２ｆとは近接しており、従動歯車６１の後方側面で
ある一側面６３と前底面１３１ａとは近接している。また、従動歯車６１と駆動歯車３１
とは、上下中央付近で噛合している。ここで、後端面１１１ａ、従動側内周面２ｆおよび
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前底面１３１ａによって囲まれた、半円状の従動側ポンプ室２ｅが形成され、さらに、従
動側ポンプ室２ｅ上方は、駆動側ポンプ室２ａと連通しており、これら従動側ポンプ室２
ｅと駆動側ポンプ室２ａとをまとめてポンプ室２と呼ぶ。ここで、ポンプ室２は、左右方
向に開口しており、図１に示すように右側に連通した吸込ポート４、左側に連通した吐出
ポート５が形成されている。
【００３１】
　ピストン部１３０は、そのピストン部１３０の湾曲面１３２ｄと後ケーシング２０の湾
曲面１５ｂとを合わせて、ピストン空間１５に対して、前方から後方へと挿入されている
。このとき、湾曲面１３２ｄと湾曲面１５ｂ、外周面１３０ａと外側内周面１５ａとは、
それぞれ近接しており、よって、ピストン部１３０は、ピストン空間１５内を軸方向に摺
動自在となっている。ここで、湾曲面１３２ｄは、駆動歯車３１が回転したときの歯先３
２の回転軌道と略同一となっている。さらに、前方壁１１１は、前ケーシング１０の前側
空間１３に後方から前方へと挿入され、外周面１１３と内周面１３ａとが近接しており、
よって、前方壁１１１は、前側空間１３内を軸方向に摺動自在となっている。なお、内周
面１３ａと従動側内周面２ｆとは、同一面なしており、よって、従動歯車６１の歯先６２
と内周面１３ａとは近接する。
【００３２】
　ギヤホルダ１１０は、湾曲面１３２ｄと湾曲面１５ｂとが嵌合状態となっているために
、従動側支持軸６０を中心とした回転が規制された状態で、軸方向に摺動自在となってい
る。さらにこのとき、従動側支持軸６０の中心軸は、駆動側支持軸３０および伝達軸３０
ｃの中心軸と平行で、かつこれらの左右位置は一致している。また、従動側支持軸６０の
中心軸は、ギヤホルダ１１０および円筒部２３の各中心軸と、同一直線上にある。
【００３３】
　また、戻しバネ６が、ギヤホルダ１１０よりも前方の前側空間１３において、前後方向
に伸縮可能となる向きに設置されている。戻しバネ６の後端６ａは、バネ保持空間１１４
に収容保持されて、底面１１４ａと当接しており、一方、戻しバネ６の前端６ｂは、バネ
保持空間７に収容保持されて、底面７ａと当接している。ここで、戻しバネ６は、ギヤホ
ルダ１１０に対して、後方側へ付勢力を作用させており、よって、ギヤホルダ１１０は後
方軸方向へ摺動し、後底面１３２ｃが底面２４に当接した位置で静止し、このとき、後底
面１３１ｂ、円筒外周面１３２ａおよび前端面２３ａによって囲まれた、リング状の閉塞
空間２５が形成される。なお、この静止状態においても、戻しバネ６は、ギヤホルダ１１
０に対して、後方側へ一定の付勢力を作用させている。
【００３４】
　以上、各構成部材の組立状態について説明してきたが、以下においては、オイルポンプ
１が稼動を開始したときの、各構成部材の動作について、図１から図９を参照しながら説
明する。なお、図２に示す状態を初期状態と定義する。
【００３５】
　エンジンが始動してアイドリング状態となると、図２に示すように、伝達軸３０ｃおよ
び伝達軸３０ｃに連結された駆動側支持軸３０が回転駆動し、噛合した両歯車３１，６１
が回転することで、タンクに溜められたオイルが、吸入口４ａから吸込ポート４に吸い込
まれ、ポンプ室２を経由して吐出ポート５に送られて、吐出口５ａから潤滑油路に圧送さ
れる。なお、潤滑油路は、エンジンケースに形成されており、供給油量の増加に応じて供
給油圧を上昇させる構成となっている。
【００３６】
　このとき、図１に示すように、駆動歯車３１は方向Ａの向きに回転することによって、
駆動側ポンプ室２ａと駆動歯車３１との隙間に流入したオイルが、吸込ポート４から吐出
ポート５に搬送される。一方、従動歯車６１は方向Ｂの向きに回転することによって、従
動側ポンプ室２ｅと従動歯車６１との隙間に流入したオイルが、吸込ポート４から吐出ポ
ート５に搬送される。なお、吐出ポート５においては、オイルは高圧となっているため、
吐出ポート５で駆動歯車３１と従動歯車６１とが噛合することで、互いの歯と歯との間に
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挟まれたオイルを吐出ポート５に排出し、オイルを吸入ポート４から吐出ポート５に搬送
可能となる。
【００３７】
　また、このとき、吐出ポート５に吐出されたオイルの一部は、内部流路１３３を介して
、閉塞空間２５に供給される。そして、閉塞空間２５に供給されたオイルの油圧が、後底
面１３１ｂに対して前方に作用し、ギヤホルダ１１０は、付勢力に抗する押圧力を前方軸
方向に受ける。ここで、初期状態においては、付勢力を上回る押圧力が発生しておらず、
押圧力は付勢力によって打ち消され、ギヤホルダ１１０は、付勢力によってその後底面１
３２ｃが底面２４に当接した状態で静止している。
【００３８】
　図９には、エンジンがアイドリング時の、ポンプ回転数Ｎiを示しているが、オイルポ
ンプ１の作動時には、この回転数Ｎiを下回ることはほとんどなく、このときの吐出流量
Ｑiは、潤滑に必要とされる供給油量を確保可能になっている。このアイドリング時の、
駆動歯車３１および従動歯車６１の噛み合い幅δを、最大噛み合い幅δMと称し、図２に
示す初期状態においては、両歯車３１，６１が最大噛み合い幅δMで噛合している。
【００３９】
　次に、エンジンの出力が高くなって、ポンプ回転数Ｎが第１回転数ＮAに達すると、吐
出ポート５での油圧が高まり、それに伴って、閉塞空間２５に供給されるオイルの油圧も
高まって、よって、アイドリング時よりも大きな押圧力が、ギヤホルダ１１０に作用する
。そして、ギヤホルダ１１０に作用する押圧力と付勢力とが、軸方向において、ほぼ釣り
合う状態になる。
【００４０】
　そして、ポンプ回転数Ｎが第１回転数ＮAを越えると、押圧力が付勢力を上回り、ギヤ
ホルダ１１０は、付勢力に抗して前方軸方向に摺動してバネ６を圧縮させて、押圧力が付
勢力と釣り合う位置まで摺動し、両歯車３１，６１の噛み合い幅δは短くなる。このとき
、ピストン部１３０の上部は、駆動歯車３１の回転軌道領域内に移動してくるが、湾曲面
１３２ｄは、歯先３２の回転軌道と略同一となるように下方に湾曲しているので、湾曲面
１３２ｄと歯先３２とは干渉しない。この状態において、駆動歯車３１と従動歯車６１と
が、噛み合っていない領域が形成されるが、この領域に流入したオイルは、吐出ポート５
で排出されず、歯と歯との間に留まったままの状態となり、よって、アイドリング時と比
較してポンプ容量は低下する。
【００４１】
　しかし、図９に示すように、ポンプ回転数Ｎの増加と、ポンプ回転数Ｎが増加して噛み
合い幅δが短くなって生じるポンプ容量の低下とのバランスにより、結果として、ポンプ
回転数Ｎの増減に関わらず吐出流量Ｑが、安定するように構成されている。これにより、
エンジンの出力が高くなっても、オイルポンプ１から過剰なオイルが吐出されない。
【００４２】
　次に、ポンプ回転数Ｎが、第２回転数ＮBに達すると、押圧力がさらに大きくなり、ギ
ヤホルダ１１０は、付勢力に抗してさらに前方軸方向に摺動してバネ６を圧縮させて、図
８に示すように、ギヤホルダ１１０の前端部１１６が、前側空間１３の前端面１３ｂに当
接して静止する。ここで、ポンプ回転数Ｎが第２回転数ＮBを越えても、ギヤホルダ１１
０は、前方軸方向への移動が規制されるため、噛み合い幅δが、このときの噛み合い幅δ

mよりも短くなることはない。よって、このときの噛み合い幅δmを最小噛み合い幅と呼ぶ
。
【００４３】
　よって、ポンプ回転数Ｎが、第１回転数ＮAおよび第２回転数ＮBの間にあるとき、ギヤ
ホルダ１１０は、軸方向の移動が規制されることなく、前側空間１３内において、押圧力
および付勢力の釣り合いによって、所定位置に移動して停止する。このとき、付勢力およ
び押圧力は、ギヤホルダ１１０に対して、互いに反対方向から作用することで打ち消し合
うため、従動側支持軸６０には、付勢力や押圧力に応じた負荷が作用せず、よって、ギヤ
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ホルダ１１０が、上下または左右方向に移動するようなことがない。
【００４４】
　以下に、本発明に係るオイルポンプ１の効果をまとめてみると、第１に、ギヤホルダ１
１０を、断面視において従動側支持軸６０と同心円状に形成することで、従動側支持軸６
０を中心として、ギヤホルダ１１０を小型化可能となり、よって、オイルポンプ１を小型
化可能となる。さらに、ギヤホルダ１１０の小型化によって、ギヤホルダ１１０の軸方向
への摺動に要する押圧力が小さくなるので、押圧力に抗する付勢力も小さくでき、よって
、戻しバネ６を、小型のものを用いることが可能となり、オイルポンプ１をさらに小型化
可能となる。
【００４５】
　第２に、断面視において、従動側支持軸６０と同心円でリング状の狭小な閉塞空間２５
にオイルを導くことで、必要な押圧力を得る構成とすることで、ギヤホルダ１１０に対し
て押圧力をバランス良く軸方向に作用させることが可能となり、よって、噛み合い幅δの
変更を円滑に行うことができる。
【００４６】
　第３に、ギヤホルダ１１０は、リング部１２１の外周部に、従動歯車６１を回転自在に
支持させた状態で、前方壁１１１の開口部１１２に、リング部１２１の前端部を後方から
圧入して固定することで、前方壁１１１、リング後方壁１２０および従動歯車６１が、一
体となることによって形成されている。よって、従動側ポンプ室２ｅの、従動側第１側面
２ｇと従動側第２側面２ｈとの対向間隔が変化することがないので、例えば、対向間隔が
大きくなることでオイルが漏出したり、一方で、対向間隔が小さくなることで、摺動抵抗
が増大することもないので、オイルポンプ１の作動効率を維持することが容易となる。
【００４７】
　第４に、吐出油圧を閉塞空間２５の後底面１３１ｂに、押圧力として作用させるととも
に、戻しバネ６の付勢力を、ギヤホルダ１１０に作用させることで、従動歯車６１を軸方
向に移動可能に構成している。これにより、吐出油圧を用いたポンプ容量の可変制御が行
われ、ポンプ回転数Ｎの増減に関わらず、吐出流量Ｑを安定させる制御を簡単に行うこと
ができるようになる。
【００４８】
　第５に、この可変制御を行わせるために、ピストン部１３０内部に、吐出ポート５と閉
塞空間２５とを連通する内部流路１３３が形成されている。この内部流路１３３は、ピス
トン部１３０の内部にのみ形成すれば良いので、内部流路１３３の形成を簡単に行うこと
ができる。よって、複数部材間に跨って形成されるときに必要とされる、シール構造の省
略も図られ、オイルポンプ１の製作コストを低減することが可能となる。第６に、従来の
オイルポンプにおいて、前ケーシング１０と後ケーシング２０とを組み立てる時に、２箇
所にノックピン穴を開けてノックピンを挿入することで位置決めを構成していたが、本発
明では従動軸支持孔１２に従動側支持軸６０を挿入する構成を位置決めとして利用するこ
とで、２箇所のうち１箇所のノックピン穴加工およびノックピンが不要となる。よって、
オイルポンプ１の製作時の作業工数を減らすことができるとともに、製作コストを低減す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に係るオイルポンプを示す斜視図のである。
【図２】図１のII－II部分を示す断面図である。
【図３】（ａ）が図２のIII（ａ）－III（ａ）部分を示す断面図で、（ｂ）が図２のIII
（ｂ）－III（ｂ）部分を示す断面図ある。
【図４】図２のIV－IV部分を示す断面図である。
【図５】図２のV－V部分を示す断面図である。
【図６】図２のVI－VI部分を示す断面図である。
【図７】図２のVII－VII部分を示す断面図である。
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【図８】ギヤホルダが前方に押圧されて静止した状態を示す断面図である。
【図９】ポンプ回転数と、吐出流量および歯車の噛み合い幅との関係を示す説明図である
。
【符号の説明】
【００５０】
１　オイルポンプ（ギヤポンプ）
２　ポンプ室（配設空間）
３　ケーシング
４　吸入ポート
５　吐出ポート
６　付勢部材（戻しバネ）
２５　閉塞空間
３０　駆動側支持軸（第１支持軸）
３１　駆動歯車（第１ギヤ）
６０　従動側支持軸（第２支持軸）
６１　従動歯車（第２ギヤ）
１１０　ギヤホルダ
１１１　前方壁（他方側壁）
１２０　リング後方壁（一方側壁）
１２１　リング部（軸部）
１３０　ピストン部（ピストン）
１３３　内部流路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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